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研究成果の概要（和文）：本研究の特徴は、小売フォーマットの構成要素間の組み合わせが重要となる小売競争
で支配的地位に達した小売業者が (1)どのような過程を経てその地位を実現することができたのか、そして
（2）覇権市場での地位の維持・強化に成功しているのは、どのような条件組み合わせによるものなのか、とい
う2つの問いに対し、前者には過程追跡法 (PT)を、後者には質的比較分析 (QCA)を用いた分析をおこなった点で
ある。PTは研究対象となる現象の発生期において有効であることが確認された。一方、QCAによる分析では、品
揃え専門化型小売業者による流通覇権は、複数セグメントの消費者からの支持の集計市場であることが明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）：One of the potential contributions of this research is that we have 
successfully employed a multi-method approach with Process-tracing and Qualitative Comparative 
Analysis (QCA) in a retail study setting. While the former proved effective in exploring the causal 
mechanism by which a retailer develops from a humble merchant to a hegemonic player in the Big 
Middle (BM), the latter helped us empirically test the statements by Levy et al. (2005) regarding 
the possible pathways to the BM. According to them, a retailer can reach the BM by becoming a market
 specialist or a product specialist. Based on the data collected from the customers of a Japanese 
specialist retailing giant, we have tested the latter proposition with QCA procedures. It turned out
 that the BM the retailer has achieved stands on an aggregation of various heterogeneous market 
segments. The finding verifies part of the BM hypotheses and elaborates the underlying logic for a 
product specialist retailer reaching the BM.

研究分野： 流通論、流通システム論

キーワード： 流通　流通システム　小売　質的比較分析 (QCA)　過程追跡法 (Process Tracing)　混合研究法　小売
ビジネス・モデル (RBM)　方法論

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、覇権市場において支配的地位を確立した小売企業に着目し、その顧客へのサーベイをもとに質的比
較分析(QCA)で解析をおこなった。小売業態展開論の有力モデルにLevy ら(2005)のBig Middleがある。小売業者
が覇権市場に到達する2種の経路のうちのひとつは製品専門化であるという。本研究では、この中範囲の理論仮
説の検証と精緻化をおこなうことを目指した。Levyらのいう専門型小売業者の覇権市場の実態は、複数のセグメ
ントの顧客が異なる経路（原因条件の組み合わせ）によって当該小売業者を愛顧することで、大きな集計個別市
場が生まれていることとして説明しうる状況があることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

 日本の年間小売販売額は、業種別にみるとその時期は若干前後するが、1997 年に
147 兆円に達し、それ以降は横ばい傾向が続いている。所得水準の停滞や家計金融資
産の目減り、低出生率による人口減と高齢化率の上昇、将来不安に 起因する消費欲求
の潜在化、さらにはサービス経済化に伴う家計消費支出に占めるサービス支 出比率の
上昇などの要因がその背景で作用している（鈴木ら,2016）。 

 そうした課業環境の変化に対応する形で、小売業者は自らの（仮想店舗も含む）店
舗の小売ミックスとそれらを支援するバックエンド(backend)のシステムを通じて、商
圏とする地域小売市場のより多くの消費者を吸引することを試みている(田村,2008)。
その結果、小売業における異業態間、そして同業態内双方の次元での持続的競争優位
をめぐる競争がし烈化している。 

２．研究の目的  

 本研究は、このうちのとくに業態内競争の次元に焦点を当て、「衣服・身の回り品」
および 「飲食料品」という私たちの日常生活において不可欠であり、かつ小売販売額
に占める比重の大きい品目群において支配的地位を築いている衣料品専門店チェーン
業態と食品スーパー業態それぞれの内部における個別小売チェーン間の優劣を規定す
る原因条件の組み合わせについて、質的比較分析(QCA)の方法を用いて明らかにするこ
とを研究目的として設定した。具体的な研究の問いは以下のとおりである。 

（研究の問い 1） 「衣料品専門店チェーン業態と食品スーパー業態のそれぞれにおい
て、同業態内の競争の優劣を規定する条件の組み合わせとは何か。」 

（研究の問い 2） 「衣料品専門店チェーン業態と食品スーパー業態では、業態内部に
おける個別チェーンのパフォーマンスの優劣を規定する原因条件の組み合わせパター
ンに明確な相違点が存在するのではないだろうか。」  

 

３．研究の方法 

 本研究では上記の研究目的に沿って、以下６つのフェーズを通じて問い 1 および問い 

2 に対 する答えを明らかにすることを試みた。  

PHASE.1   二次データを用いた研究対象およびその環境についての時系列把握  

PHASE.2   観察対象と観察期間（観察の始点・終点）の設定    



PHASE.3  過程追跡法 (Proces  and 

Pedersen,2013,2019) による単独事例の事例内因果推論  

PHASE.4 上記 PHASE.3 の結果（＝実体的知識）と関連諸理論仮説（＝理論的知識）を踏
まえた、質的比較分析 (QCA)で用いる説明条件の設定  

PHASE.5 QCA を用いた解析と結果の解釈  

PHASE.6 国内外の関連学会における報告や国内外の学術誌における論文発表  

４．研究成果  

 本研究の当初の研究期間は 3 か年であったが、新型コロナウイルスのパンデミック
の影響により 2 度の期間延長を経て 2022 年度末をもって完了となった。衣料品小売業
については、企業成長を支える市場の内部構成について質的比較分析(QCA)を通じて明
らかにすることを試みた。近年の小売集中化傾向に鑑み、いわゆる覇権市場 (The Big 

Middle)に到達した小売業者が (1) どのようなプロセスを経てその地位に到達したの
か、そして (2)その覇権市場における安定的な地位を実現することができているのは、
どのような原因条件によるものなのか、という 2 つの問いに沿って研究を進めてき
た。The Big Middle の仮説は、Levy et al. (2005) によるものであり、覇権市場への道は製
品専門化か市場専門化の何れかで実現するというものである。  

 上記(1)については過程追跡法 (Process Tracing Method: PT)を、(2)については質的比較
分析 (QCA)を研究方法として採用した。2021 年度から 2022 年度にかけてこれらを用い
た研究成果の学会 (IMP, CERR, ACRA, 日本商業学会など) 報告を実施した。また、学術誌 

など) にて論文を発表した。そ
れとともにこれらの方法論自体の研究にも取り組んだ。QCA の方法論については、学
術誌（『マーケティング史研究』、『マーケティングジャーナル』）への寄稿をおこなっ
たほか、日本商業学会では QCA のチュートリアル・セッションを担当した。なお、
『マーケティングジャーナル』掲載論文（横山・ 東,2022）では、日本マーケティング
学会 マーケティングジャーナル 2022（奨励賞）を受賞した。 

 飲食料品小売業に関しては、その日本的特徴を考慮し、小商圏における消費者の買
い物行動の諸側面を QCA および多変量解析を用いた検討をおこなった。主な観察の対
象は、小商圏における fill-in shopping である。これらの成果は紀要論文や学会発表
（ACRA ほか）、さらには Journal of Retailing and Consumer Services 誌への論文掲載もお
こなった。これは、消費者の業態認識が顧客満足に与えるモデレーション効果を取り



扱った定量的研究であるが、その着想はこれに先駆けておこなった QCA による研究を
通じて得たものであった。 
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